
大祓詞奏上の様子

鎮火祭の様子

茅の輪くぐりの様子

田
無
神
社
で
は
、
例
年
「
夏
越
大

祓
」・「
鎮
火
祭
」
の
神
事
を
６
月
30

日
に
斎
行
し
て
お
り
ま
す
。こ
の「
夏

越
大
祓
」
は
、
私
た
ち
が
日
常
生
活

で
知
ら
ず
知
ら
ず
の
う
ち
に
お
か
し

た
罪
穢
れ
や
禍
を
１
年
の
半
分
に
あ

た
る
６
月
30
日
に
形
代
（
人
形
）
に

移
し
て
祓
い
除
き
、
身
も
心
も
清
々

し
く
健
康
で
幸
せ
な
生
活
を
願
う
日

本
の
伝
統
的
な
お
祓
い
の
神
事
で
す
。

田 無 神 社
水無月 編集発行人

賀 陽 智 之

発行所
田無神社社務所

〒188-0011
東京都西東京市田無町3-7-4
TEL 042-461-4442第39号

日
　
時　
令
和
６
年
６
月
30
日（
日
）

「
午
前
10
時
」・「
午
後
１
時
」・「
午

後
４
時
」
斎
行

※

今
年
は
、
大
勢
の
方
の
ご
参
列
が

予
想
さ
れ
る
こ
と
か
ら
３
回
斎
行
す

る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。
午
前
10

時
、
午
後
１
時
、
午
後
４
時
の
祭
儀

は
同
じ
内
容
で
す
。
ご
都
合
の
よ
ろ

し
い
時
間
に
ご
参
列
く
だ
さ
い
。

例
年
通
り
、
本
殿
前
の
参
道
に
、

６
月
30
日
（
日
）
ま
で
茅
の
輪
を
設

置
い
た
し
ま
す
。
茅
の
輪
を
く
ぐ
り
、

身
体
健
全
・
疫
病
退
散
を
祈
願
く
だ

さ
い
。

※

茅
の
輪
設
置
期
間

６
月
６
日（
木
）〜
６
月
30
日（
日
）

形
代
（
人
形
）
に
氏
名
（
ふ
り
が

な
）・
生
年
月
日
を
ご
記
入
の
う
え
、

ご
自
分
の
身
体
を
撫
で
清
め
、
息
を

３
度
吹
き
か
け
て
く
だ
さ
い
。
形
代

（
人
形
）
入
れ
の
袋
に
ご
住
所
お
名

前
を
ご
記
入
の
う
え
、
社
務
所
ま
で

お
持
ち
く
だ
さ
い
。
形
代（
人
形
）は
、

６
月
30
日
（
日
）
の
大
祓
式
祭
典
で

浄
火
に
て
お
焚
き
上
げ
し
ま
す
。
形

代
（
人
形
）
は
社
務
所
に
て
６
月
１

日
（
土
）
よ
り
無
料
で
配
布
し
て
お

り
ま
す
。

①

田無神社社報 （令和6年6月15日発行）

「
ど
な
た
様
で
も

　
　
　
ご
参
列
頂
け
ま
す
」

「
茅
の
輪
の
設
置
」

「
形
代（
人
形
）の
配
布
」

令
和
６
年
夏
越
大
祓
式

ひ
と
が
た



令
和
４
年
12
月
に
、
田
無
神
社
の
歩

み
を
写
真
と
資
料
で
辿
る
記
念
誌
「
写

真
と
資
料
か
ら
見
る
田
無
神
社
」
が
発

刊
さ
れ
ま
し
た
が
、「
選
挙
粛
正
運
動

宣
誓
書
」
に
関
す
る
項
目
を
紙
幅
の
都

合
上
、
詳
し
く
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
後
、
令
和
５
年

４
月
に
宮
司 

賀
陽
智
之
が
田
無
近
辺

地
方
史
研
究
会
に
お
い
て
、『「
戦
前
の

選
挙
粛
正
運
動
宣
誓
書
」
と
「
戦
後
の

終
戦
奉
告
祭
斎
行
に
於
け
る
藤
宮
長
壽

朗
町
長
の
関
わ
り
」』
と
い
う
題
で
講

演
し
ま
し
た
。
講
演
し
た
内
容
の
一
部

を
本
社
報
に
お
い
て
「
選
挙
粛
正
運
動

宣
誓
書
」
と
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

普
通
選
挙
法
は
、
大
正
14
年
に
加
藤

高
明
内
閣
の
も
と
で
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
法
律
に
よ
り
原
則
と
し
て
満
25
歳

以
上
の
男
子
に
選
挙
権
が
与
え
ら
れ
、

被
選
挙
権
に
つ
い
て
は
満
30
歳
以
上
の

男
子
と
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

女
性
の
参
政
権
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
普
通
選
挙
法
の
成
立
に
よ
り
、

有
権
者
総
数
は
約
１
２
０
０
万
人
と
、

こ
れ
ま
で
の
４
倍
以
上
に
増
加
し
ま
し

た
。有

権
者
総
数
の
増
加
に
よ
り
、
そ
れ

ま
で
の
藩
閥
政
治
に
対
抗
し
て
政
治
的

自
由
を
求
め
る
人
々
の
動
き
が
活
発
に

な
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
結
果
と
し
て

「
政
党
」
が
政
界
で
大
き
な
力
を
持
つ

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
反
面
、
政
党
政

治
に
な
っ
て
政
党
が
強
く
な
っ
た
こ
と

で
、
政
党
の
費
用
援
助
を
受
け
た
候
補

者
が
選
挙
ブ
ロ
ー
カ
ー
な
ど
を
通
じ
て

有
権
者
の
買
収
を
行
う
よ
う
に
な
っ
て

し
ま
い
、
政
治
的
腐
敗
が
広
が
っ
て
い

き
ま
し
た
。
政
府
与
党
が
権
力
を
持
つ

こ
と
に
よ
り
選
挙
と
警
察
を
管
轄
す
る

内
務
省
の
人
事
に
介
入
し
、
警
察
官
が

与
党
側
の
候
補
者
に
有
利
に
事
が
運
ぶ

よ
う
取
り
締
ま
り
を
行
う
選
挙
干
渉
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
野
党
側
も

ま
た
、
選
挙
干
渉
に
対
抗
す
る
手
段
と

し
て
い
っ
そ
う
の
投
票
買
収
を
行
わ
ざ

る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。

昭
和
７
年
犬
養
毅
首
相
が
倒
れ
、
斎

藤
実
内
閣
が
誕
生
し
ま
す
。
海
軍
出
身

で
大
将
で
あ
っ
た
斎
藤
首
相
の
就
任
に

よ
り
、
軍
部
の
政
治
介
入
が
強
く
な
り
、

そ
れ
ま
で
の
政
党
内
閣
か
ら
軍
人
と
官

僚
の
内
閣
へ
と
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。こ

れ
ら
の
官
僚
軍
人
や
官
僚
ら
に
よ

っ
て
政
党
腐
敗
の
根
源
が
選
挙
の
不
正

に
あ
る
と
さ
れ
、
選
挙
革
正
を
求
め
て

選
挙
法
の
取
締
り
が
強
化
さ
れ
て
い
き

ま
す
。
そ
し
て
、
昭
和
10
年
に
岡
田
啓

介
内
閣
の
も
と
、
選
挙
粛
正
委
員
会
令

が
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

選
挙
粛
正
運
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は

「
法
に
基
づ
く
公
正
な
選
挙
と
棄
権
防

止
」
で
し
た
。
具
体
的
に
は
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
の
配
布
や
講
演
、
ラ
ジ
オ
な
ど
に

よ
る
啓
蒙
活
動
、
各
地
域
で
の
懇
談
会

開
催
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
選
挙
粛
正
運
動
で
町
内
・

部
落
「
懇
談
会
」
を
積
極
的
に
利
用
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
民
の
最
末
端
ま

で
政
策
が
浸
透
す
る
ル
ー
ト
が
確
立
さ

れ
ま
し
た
。 

粛
清
運
動
の
最
後
に
、
総

括
と
し
て
地
元
（
地
域
）
の
神
社
で
の

宣
誓
・
祈
願
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

田
無
神
社
に
現
存
す
る
宣
誓
書
は
人
々

が
選
挙
に
あ
た
っ
て
清
廉
な
投
票
を
心

掛
け
て
い
た
こ
と
、
町
内
会
を
用
い
て

政
策
が
浸
透
す
る
ル
ー
ト
が
確
立
さ
れ

た
こ
と
が
わ
か
る
貴
重
な
資
料
で
す
。

参
考　
国
立
公
文
書
館
ア
ジ
ア
歴
史
資

料
セ
ン
タ
ー　
コ
ラ
ム
「
東
京
の
選
挙

粛
正
運
動
と
女
性
た
ち
」

国
立
国
会
図
書
館　
「
史
料
に
み
る
日

本
の
近
代
開
国
か
ら
戦
後
政
治
ま
で
の

軌
跡
」　
第
４
章　
立
憲
政
治
の
危
機

粛
正
祈
願
祭
の
宣
誓
書
は
木
箱
の
中

に
大
切
に
納
め
ら
れ
、
田
無
神
社
が
保

管
し
て
い
ま
す
。

昭
和
10
年
12
月
22
日
に
斎
行
さ
れ
た

第
１
回
粛
正
祈
願
祭
は
、
翌
年
の
昭
和

11
年
２
月
の
第
19
回
衆
議
院
議
員
総
選

挙
に
向
け
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
東

京
府
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
正
し
き
一
票

皇
國
の
栄
」「
模
範
選
挙
は
東
京
か
ら
」

で
し
た
。
昭
和
10
年
12
月
15
日
か
ら
の

７
日
間
は
第
１
次
強
調
週
間
と
さ
れ
、

衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
向
け
て
全
国
的

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

昭
和
11
年
５
月
７
日
に
斎
行
さ
れ
た

第
２
回
粛
正
祈
願
祭
は
、
昭
和
11
年
６

月
の
東
京
府
会
議
員
選
挙
に
向
け
て
行

わ
れ
ま
し
た
。
東
京
府
の
選
挙
粛
正
運

動
は
、
府
・
市
・
区
・
警
察
な
ど
を
中

心
に
展
開
さ
れ
、
田
無
町
の
選
挙
粛
正

実
行
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
町
内
の

有
力
者
30
名
で
構
成
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
時
期
の
運
動
は
活
発
に
行
わ
れ

た
と
さ
れ
、
全
国
民
的
な
運
動
と
し
て

取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。「
清
き
一
票
」「
出

た
い
人
よ
り
出
し
た
い
人
」
も
選
挙
粛

正
運
動
が
作
り
出
し
た
言
葉
で
す
。

（令和6年6月15日発行） 

②

普
通
選
挙
法
成
立

選
挙
粛
正
運
動

第
１
回
粛
正
祈
願
祭

昭
和
10
年
12
月
22
日
斎
行

第
２
回
粛
正
祈
願
祭

昭
和
11
年
５
月
７
日
斎
行

★　
　
★　
　
★　
　
★　
　
★

★　
　
★　
　
★　
　
★　
　
★

選
挙
粛
正
運
動
宣
誓
書



「第1回粛正祈願祭」下田正一町長の宣誓書
「下田正一」　昭和10年3月9日に45歳で町長に就任し、同14年3月8日、任期満了するまで1期、さらに
昭和21年6月13日、再び就任し、同年11月15日、一身上の都合のため退職するまで、合計4年4ヶ月間
務め、他に町議会議員を3期務めました。
引用　田無市立図書館・編1989.7.20「田無いま・むかし⑦行政編」　pp.6-7

1番組から10番組の宣誓書

宣誓書が納められている木箱

田無町第1番組宣誓文

各番組ごとに2人の町議会議員を選出
するために区（番組）割した地域。「1～
10番組」は現在では「1～10区」として
田無の街に残っています。

「第2回粛正祈願祭」下田正一町長の宣誓書
「冥鑑」とは我々が知らないうちに神・仏が見ていること

令
和
４
年
12
月
に
、
田
無
神
社
の
歩

み
を
写
真
と
資
料
で
辿
る
記
念
誌
「
写

真
と
資
料
か
ら
見
る
田
無
神
社
」
が
発

刊
さ
れ
ま
し
た
が
、「
選
挙
粛
正
運
動

宣
誓
書
」
に
関
す
る
項
目
を
紙
幅
の
都

合
上
、
詳
し
く
掲
載
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
の
後
、
令
和
５
年

４
月
に
宮
司 

賀
陽
智
之
が
田
無
近
辺

地
方
史
研
究
会
に
お
い
て
、『「
戦
前
の

選
挙
粛
正
運
動
宣
誓
書
」
と
「
戦
後
の

終
戦
奉
告
祭
斎
行
に
於
け
る
藤
宮
長
壽

朗
町
長
の
関
わ
り
」』
と
い
う
題
で
講

演
し
ま
し
た
。
講
演
し
た
内
容
の
一
部

を
本
社
報
に
お
い
て
「
選
挙
粛
正
運
動

宣
誓
書
」
と
し
て
ご
紹
介
し
ま
す
。

普
通
選
挙
法
は
、
大
正
14
年
に
加
藤

高
明
内
閣
の
も
と
で
改
正
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
法
律
に
よ
り
原
則
と
し
て
満
25
歳

以
上
の
男
子
に
選
挙
権
が
与
え
ら
れ
、

被
選
挙
権
に
つ
い
て
は
満
30
歳
以
上
の

男
子
と
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、

女
性
の
参
政
権
は
認
め
ら
れ
ま
せ
ん
で

し
た
。
普
通
選
挙
法
の
成
立
に
よ
り
、

有
権
者
総
数
は
約
１
２
０
０
万
人
と
、

こ
れ
ま
で
の
４
倍
以
上
に
増
加
し
ま
し

た
。有

権
者
総
数
の
増
加
に
よ
り
、
そ
れ

ま
で
の
藩
閥
政
治
に
対
抗
し
て
政
治
的

自
由
を
求
め
る
人
々
の
動
き
が
活
発
に

な
っ
て
い
き
ま
す
。
そ
の
結
果
と
し
て

「
政
党
」
が
政
界
で
大
き
な
力
を
持
つ

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
反
面
、
政
党
政

治
に
な
っ
て
政
党
が
強
く
な
っ
た
こ
と

で
、
政
党
の
費
用
援
助
を
受
け
た
候
補

者
が
選
挙
ブ
ロ
ー
カ
ー
な
ど
を
通
じ
て

有
権
者
の
買
収
を
行
う
よ
う
に
な
っ
て

し
ま
い
、
政
治
的
腐
敗
が
広
が
っ
て
い

き
ま
し
た
。
政
府
与
党
が
権
力
を
持
つ

こ
と
に
よ
り
選
挙
と
警
察
を
管
轄
す
る

内
務
省
の
人
事
に
介
入
し
、
警
察
官
が

与
党
側
の
候
補
者
に
有
利
に
事
が
運
ぶ

よ
う
取
り
締
ま
り
を
行
う
選
挙
干
渉
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
は
野
党
側
も

ま
た
、
選
挙
干
渉
に
対
抗
す
る
手
段
と

し
て
い
っ
そ
う
の
投
票
買
収
を
行
わ
ざ

る
を
得
な
く
な
り
ま
し
た
。

昭
和
７
年
犬
養
毅
首
相
が
倒
れ
、
斎

藤
実
内
閣
が
誕
生
し
ま
す
。
海
軍
出
身

で
大
将
で
あ
っ
た
斎
藤
首
相
の
就
任
に

よ
り
、
軍
部
の
政
治
介
入
が
強
く
な
り
、

そ
れ
ま
で
の
政
党
内
閣
か
ら
軍
人
と
官

僚
の
内
閣
へ
と
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。こ

れ
ら
の
官
僚
軍
人
や
官
僚
ら
に
よ

っ
て
政
党
腐
敗
の
根
源
が
選
挙
の
不
正

に
あ
る
と
さ
れ
、
選
挙
革
正
を
求
め
て

選
挙
法
の
取
締
り
が
強
化
さ
れ
て
い
き

ま
す
。
そ
し
て
、
昭
和
10
年
に
岡
田
啓

介
内
閣
の
も
と
、
選
挙
粛
正
委
員
会
令

が
公
布
さ
れ
ま
し
た
。

選
挙
粛
正
運
動
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は

「
法
に
基
づ
く
公
正
な
選
挙
と
棄
権
防

止
」
で
し
た
。
具
体
的
に
は
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
の
配
布
や
講
演
、
ラ
ジ
オ
な
ど
に

よ
る
啓
蒙
活
動
、
各
地
域
で
の
懇
談
会

開
催
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
が
実
施
さ
れ
ま

し
た
。
こ
の
選
挙
粛
正
運
動
で
町
内
・

部
落
「
懇
談
会
」
を
積
極
的
に
利
用
す

る
こ
と
に
よ
っ
て
、
国
民
の
最
末
端
ま

で
政
策
が
浸
透
す
る
ル
ー
ト
が
確
立
さ

れ
ま
し
た
。 

粛
清
運
動
の
最
後
に
、
総

括
と
し
て
地
元
（
地
域
）
の
神
社
で
の

宣
誓
・
祈
願
が
執
り
行
わ
れ
ま
し
た
。

田
無
神
社
に
現
存
す
る
宣
誓
書
は
人
々

が
選
挙
に
あ
た
っ
て
清
廉
な
投
票
を
心

掛
け
て
い
た
こ
と
、
町
内
会
を
用
い
て

政
策
が
浸
透
す
る
ル
ー
ト
が
確
立
さ
れ

た
こ
と
が
わ
か
る
貴
重
な
資
料
で
す
。

参
考　
国
立
公
文
書
館
ア
ジ
ア
歴
史
資

料
セ
ン
タ
ー　
コ
ラ
ム
「
東
京
の
選
挙

粛
正
運
動
と
女
性
た
ち
」

国
立
国
会
図
書
館　
「
史
料
に
み
る
日

本
の
近
代
開
国
か
ら
戦
後
政
治
ま
で
の

軌
跡
」　
第
４
章　
立
憲
政
治
の
危
機

粛
正
祈
願
祭
の
宣
誓
書
は
木
箱
の
中

に
大
切
に
納
め
ら
れ
、
田
無
神
社
が
保

管
し
て
い
ま
す
。

昭
和
10
年
12
月
22
日
に
斎
行
さ
れ
た

第
１
回
粛
正
祈
願
祭
は
、
翌
年
の
昭
和

11
年
２
月
の
第
19
回
衆
議
院
議
員
総
選

挙
に
向
け
て
行
わ
れ
た
も
の
で
す
。
東

京
府
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
「
正
し
き
一
票

皇
國
の
栄
」「
模
範
選
挙
は
東
京
か
ら
」

で
し
た
。
昭
和
10
年
12
月
15
日
か
ら
の

７
日
間
は
第
１
次
強
調
週
間
と
さ
れ
、

衆
議
院
議
員
総
選
挙
に
向
け
て
全
国
的

に
行
わ
れ
ま
し
た
。

昭
和
11
年
５
月
７
日
に
斎
行
さ
れ
た

第
２
回
粛
正
祈
願
祭
は
、
昭
和
11
年
６

月
の
東
京
府
会
議
員
選
挙
に
向
け
て
行

わ
れ
ま
し
た
。
東
京
府
の
選
挙
粛
正
運

動
は
、
府
・
市
・
区
・
警
察
な
ど
を
中

心
に
展
開
さ
れ
、
田
無
町
の
選
挙
粛
正

実
行
委
員
会
の
メ
ン
バ
ー
は
、
町
内
の

有
力
者
30
名
で
構
成
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
時
期
の
運
動
は
活
発
に
行
わ
れ

た
と
さ
れ
、
全
国
民
的
な
運
動
と
し
て

取
り
組
ま
れ
ま
し
た
。「
清
き
一
票
」「
出

た
い
人
よ
り
出
し
た
い
人
」
も
選
挙
粛

正
運
動
が
作
り
出
し
た
言
葉
で
す
。

田無神社社報
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『
田
無
市
史
』
は
平
成
３
年
３
月
か

ら
平
成
７
年
１
月
ま
で
に
全
４
巻
が
発

行
さ
れ
ま
し
た
。『
田
無
市
史
』
は
田

無
の
歴
史
を
語
る
上
で
欠
か
せ
な
い
歴

史
書
で
す
が
、「
選
挙
粛
正
運
動
」
に

関
す
る
記
述
は
あ
り
ま
せ
ん
。「
選
挙
」

に
関
す
る
記
載
も
ほ
と
ん
ど
あ
り
ま
せ

ん
が
、『
田
無
市
史
第
３
巻
通
史
編
』

の
コ
ラ
ム
に
普
通
選
挙
法
成
立
前
後
の

田
無
町
の
選
挙
の
様
子
が
詳
細
に
記
さ

れ
て
い
ま
す
。
こ
こ
に
、『
田
無
市
史

第
３
巻
通
史
編
』
に
掲
載
さ
れ
た
選
挙

に
関
す
る
コ
ラ
ム
を
紹
介
し
ま
す
。

田
無
町
役
場
の
収
入
役
を
長
く
つ
と

め
た
下
田
富
三
郎
の
日
記
に
は
、
選
挙

へ
の
取
り
組
み
が
盛
ん
で
、
し
ば
し
ば

過
熱
し
た
田
無
町
の
様
子
が
記
さ
れ
て

い
る
。
一
九
二
〇
年
（
大
正
九
）
五
月

の
衆
議
院
選
挙
で
は
「
町
中
活
気
ヲ
呈

セ
リ
」、「
各
候
補
者
ノ
運
動
激
励
ヲ
極

ム
」
と
あ
り
、
一
九
二
四
年
五
月
の
衆

議
院
選
挙
で
も
、
候
補
者
の
演
説
会
に

聴
衆
が
多
く
つ
め
か
け
、「
頗
ル
盛
会
」

で
あ
っ
た
。
一
九
二
四
年
の
選
挙
当
日

（
五
月
五
日
）
に
は
、
選
挙
会
場
の
役

場
前
に
候
補
者
の
運
動
員
が
陣
取
り
、

投
票
狩
り
に
熱
中
し
、
警
官
が
警
戒
し

て
「
頗
ル
緊
張
裡
」
に
あ
っ
た
と
い
う
。

ち
な
み
に
当
日
は
、
有
権
者
一
九
六
名

に
対
し
て
一
八
八
名
が
投
票
し
、九
五
・

九
パ
ー
セ
ン
ト
の
投
票
率
で
あ
っ
た
。

府
会
議
員
選
挙
で
も
同
様
の
事
態
が

く
り
ひ
ろ
げ
ら
れ
た
。
一
九
一
九
年
九

月
の
選
挙
で
は
、「
各
候
補
者
運
動
員

不
眠
不
屈
ニ
テ
各
有
権
者
を
駆
ケ
廻
」

り
、
一
九
二
四
年
六
月
の
選
挙
は
、「
自

動
車
ニ
テ
宣
伝
ボ
ー
ス
タ
散
紙
配
付
叮

頭
戦
ニ
テ
競
争
激
烈
ヲ
極
」
め
た
。
投

票
翌
日
の
六
月
一
一
日
、
会
場
に
な
っ

た
総
持
寺
に
は
、
政
友
会
・
憲
政
会
両

派
の
運
動
員
が
朝
早
く
か
ら
続
々
つ
め

か
け
、
発
表
掲
示
の
前
か
ら
「
群
衆
押

寄
セ
殺
気
充
満
」
し
、
得
票
の
経
過
発

表
ご
と
に
両
派
応
援
団
か
ら
ど
よ
め
き

が
出
る
ほ
ど
だ
っ
た
と
い
う
。

二
五
歳
以
上
の
男
子
全
員
に
選
挙
権

が
あ
え
ら
れ
た
普
通
選
挙
に
な
る
と
、

そ
の
取
り
組
み
は
い
っ
そ
う
過
熱
し
た
。

衆
議
院
第
一
回
の
普
通
選
挙
に
あ
た
る

一
九
二
八
年
二
月
に
は
、
演
説
会
に
多

く
の
人
が
集
ま
り
、
ポ
ス
タ
ー
や
文
書

で
「
運
動
激
烈
ヲ
極
」
め
た
。
こ
の
時

の
有
権
者
は
六
八
一
名
に
増
加
し
、
投

票
数
は
六
〇
一
名
で
、
投
票
率
八
八
・

三
パ
ー
セ
ン
ト
で
あ
っ
た
。
ま
た
そ
の

年
の
六
月
に
お
こ
な
わ
れ
た
普
通
選
挙

第
一
回
の
府
会
議
員
選
挙
は
、「
未
曽

有
ノ
激
戦
」
と
い
わ
れ
た
。

一
九
二
五
年
の
町
会
議
員
選
挙
は
、

正
確
な
意
味
で
の
普
通
選
挙
で
は
な
か

っ
た
が
、
選
挙
制
度
の
改
正
に
と
も
な

い
田
無
町
の
有
権
者
は
二
〇
〇
名
程
度

か
ら
四
八
〇
名
へ
と
一
挙
に
二
倍
以
上

に
増
加
し
た
。
そ
の
た
め
選
挙
は
「
激

烈
」
で
あ
り
、
定
員
一
二
名
に
対
し
て
、

一
四
名
が
立
候
補
し
た
選
挙
戦
は
「
各

組
ノ
争
奪
戦
」
と
し
て
展
開
し
た
。
投

票
者
は
四
七
二
名
、
投
票
率
は
九
八
・

三
パ
ー
セ
ン
ト
と
き
わ
め
て
高
く
、
そ

の
結
果
、
町
会
議
員
の
構
成
は
、
前
議

員
六
名
に
対
し
て
新
議
員
も
六
名
当
選

し
た
。
選
挙
の
過
熱
と
有
権
者
の
拡
大

が
新
議
員
を
多
く
誕
生
さ
せ
る
こ
と
に

な
っ
た
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

田
無
市
史
編
さ
ん
委
員
会
（
平
成
７

年
１
月
10
日
発
行
）『
田
無
市
史
第
３

巻
通
史
編
』 

p
p
.
7
7
0̶

7
7
1

昭
和
10
年
に
選
挙
粛
正
委
員
会
令
が

公
布
さ
れ
、
全
国
で
選
挙
粛
正
運
動
が

展
開
さ
れ
ま
し
た
。
昭
和
10
年
12
月
22

日
、
昭
和
11
年
5
月
7
日
に
田
無
神
社

で
斎
行
さ
れ
た
、
選
挙
粛
清
祈
願
祭
に

つ
い
て
第
１
回
田
無
神
社
講
演
会
で
ご

紹
介
し
ま
す
。

ま
た
、
昭
和
20
年
に
終
戦
を
奉
告
す

る
祝
詞
を
、
当
時
の
田
無
町
長
・
藤
宮

長
壽
朗
氏
が
奏
上
し
ま
し
た
。
こ
の
祝

詞
で
、
藤
宮
長
壽
朗
氏
は
戦
争
の
終
わ

り
を
告
げ
、
国
民
が
力
を
合
わ
せ
て
世

界
に
遅
れ
る
こ
と
な
く
復
興
す
る
こ
と

を
祈
願
し
て
い
ま
す
。
こ
の
終
戦
奉
告

祭
祝
詞
に
つ
い
て
も
詳
し
く
ご
紹
介
い

た
し
ま
す
。

過
去
か
ら
現
在
ま
で
途
絶
え
る
こ
と

無
く
続
い
て
き
た
文
化
や
伝
統
の
上
に
、

現
在
の
我
々
の
社
会
が
成
り
立
っ
て
い

ま
す
。
戦
前
・
戦
後
の
田
無
神
社
の
歴

史
を
知
り
、
文
化
や
伝
統
を
継
承
し
て

い
き
ま
し
ょ
う
。

日
時　
令
和
6
年
７
月
7
日
（
日
）　

　
　
　

午
後
２
時
〜
午
後
３
時
半

場
所　
登
録
有
形
文
化
財 

田
無
神
社
参
集
殿

参
加
費　
無
料

申
込
方
法　
田
無
神
社
社
務
所
へ
直
接

お
電
話
く
だ
さ
い
。

住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
を
お
伺
い
い

た
し
ま
す
。

T
E
L 

0
4
2-

4
6
1-

4
4
4
2

電
話
対
応
可
能
時
間　
午
前
９
時
〜
午

後
５
時

申
込
締
切　
令
和
6
年
７
月
3
日（
水
）

（令和6年6月15日発行） 

④

田
無
市
史 

普
通
選
挙
法
成
立
前
後
の
選
挙

ひ
と
こ
ま
　
田
無
町
と
選
挙

★
　
　
★
　
　
★
　
　
★
　
　
★

第
１
回  

田
無
神
社
講
演
会

テ
ー
マ「
戦
前
の
選
挙
粛
正
運
動

宣
誓
書
」と「
戦
後
の
終
戦
奉
告
祭

斎
行
に
於
け
る
藤
宮
長
壽
朗
町
長

の
関
わ
り
」に
つ
い
て

講
師
　
田
無
神
社 

宮
司 

賀
陽
智
之



ナスの苗付け風避け設置収穫された野菜（令和3年）

小松菜の収穫

トマトの苗付け

ネギの収穫

３
月
31
日
（
日
）
に
田
無
神
社
農
園

で
「
小
松
菜
」
と
「
ネ
ギ
」
を
収
穫
し
、

４
月
１
日
（
月
）
午
前
９
時
斎
行
の
月

次
祭
で
お
供
え
し
ま
し
た
。
ま
た
、
下

田
農
園
の
下
田
将
人
さ
ん
に
指
導
を
仰

ぎ
、５
月
２
日
に「
ミ
ニ
ト
マ
ト
」と「
ナ

ス
」
の
苗
を
植
え
ま
し
た
。

田
無
神
社
農
園
で
は
、
下
田
農
園
の

下
田
将
人
さ
ん
に
指
導
を
仰
ぎ
、
お
祭

り
・
祭
典
で
お
供
え
す
る
野
菜
・
果
物

を
栽
培
し
て
い
き
ま
す
。
農
園
で
の
野

菜
・
果
物
の
栽
培
の
状
況
等
に
つ
い
て

は
、
田
無
神
社
公
式
H
P
・
S
N
S
を

通
し
て
紹
介
し
て
ま
い
り
ま
す
。

田
無
神
社
農
園
で

　「
小
松
菜
」と「
カ
ブ
」の
収
穫

田無神社社報
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海老澤進氏所蔵「蠶影山大神掛け軸」明治21年5月
初代宮司賀陽濟書
蠶影山への信仰は、茨城県つくば市の蚕影神社を中心に広まりました。その年
の繭の豊収を祈り、掛け軸の前に繭団子を供えました。

安
政
５
年
の
横
浜
開
港
に
よ
り
、
生

糸
が
海
外
に
輸
出
さ
れ
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
田
無
で
い
つ
頃
か
ら
養
蚕
が

行
わ
れ
た
か
定
か
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

明
治
か
ら
大
正
に
か
け
て
最
盛
期
を
迎

え
た
と
伝
わ
り
ま
す
。
昭
和
に
な
る
と
、

地
元
農
家
ら
が
養
蚕
よ
り
も
食
料
と
な

る
野
菜
を
作
る
よ
う
に
な
り
、
養
蚕
業

は
衰
退
し
て
し
ま
い
ま
す
。
西
東
京
市

郷
土
資
料
室
の
田
無
神
社
奉
納
「
養
蚕

絵
馬
」
の
紹
介
文
に
は
下
記
の
よ
う
に

記
さ
れ
て
い
ま
す
。

「
蚕
の
時
期
に
な
る
と
家
の
中
が
蚕

で
い
っ
ぱ
い
で
寝
る
場
所
が
な
く
て
蚕

の
棚
の
間
に
寝
た
こ
と
、
桑
畑
と
家
を

何
回
も
往
復
し
た
桑
摘
み
、
昼
夜
関
係

な
く
給
桑
、
電
球
の
下
で
立
ち
働
き
、

養
蚕
を
や
っ
て
い
な
い
家
の
女
性
に
手

伝
っ
て
も
ら
う
ほ
ど
忙
し
く
大
変
だ
っ

た
こ
と
な
ど
、
農
作
業
に
つ
い
て
の
記

憶
は
養
蚕
に
集
中
す
る
。
明
治
か
ら
大

正
時
代
に
か
け
て
の
青
梅
街
道
に
は
、

糸
マ
ユ
仲
介
人
の
お
店
が
多
く
み
ら
れ
、

養
蚕
農
具
な
ら
た
い
て
い
の
も
の
が
揃

っ
て
い
た
「
か
も
じ
屋
」、
お
茶
や
蚕

に
使
う
炭
を
扱
っ
て
い
た
「
山
田
屋
」

な
ど
養
蚕
に
関
わ
る
商
店
が
数
多
く
み

ら
れ
ま
し
た
。」

平
成
６
年
発
行
『
田
無
市
史
第
４
巻

民
俗
編
』(p.199)

に
、
田
無
神
社
に

は
養
蚕
に
関
わ
る
絵
馬
が
９
点
残
さ
れ

て
い
る
と
の
記
述
が
あ
り
ま
す
が
、
実

際
に
は
９
点
の
内
の
３
点
は
絵
馬
で
は

な
く
、「
繭
玉
の
奉
納
板
」で
す
。さ
ら
に
、

養
蚕
絵
馬
の
奉
納
時
期
は
明
治
20
年
代

の
後
半
か
ら
40
年
代
に
か
け
て
と
記
載

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
実
際
に
は
明
治
20

年
代
か
ら
大
正
10
年
代
に
か
け
て
の
誤

り
で
す
。

昭
和
50
年
代
に
当
時
の
田
無
神
社
の

宮
司 

賀
陽
賢
司
が
田
無
市
郷
土
資
料

館
に
、
田
無
神
社
に
納
め
ら
れ
て
い
た

養
蚕
絵
馬
２
点
を
寄
贈
し
ま
し
た
。
現

在
、
こ
の
養
蚕
絵
馬
は
芝
久
保
町
に
あ

る
西
東
京
市
郷
土
資
料
室
に
納
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

田
無
神
社
の
絵
馬
６
点
と
資
料
室
の

絵
馬
２
点
に
は
い
ず
れ
も
木
の
枝
に
蚕

の
マ
ユ
を
作
ら
せ
て
上
蔟
さ
せ
る
様
子

が
描
か
れ
て
お
り
、
当
時
の
養
蚕
技
術

を
窺
う
こ
と
が
で
き
ま
す
。

日
本
中
多
く
の
社
寺
に
明
治
か
ら
大

正
に
か
け
て
の
絵
馬
が
奉
納
さ
れ
保
存

さ
れ
て
い
ま
す
が
、
養
蚕
に
関
わ
る
絵

馬
は
貴
重
で
あ
り
、
残
さ
れ
た
絵
馬
か

ら
、
当
時
の
人
々
の
服
装
、
家
の
様
子
、

養
蚕
技
術
等
多
く
の
こ
と
が
わ
か
り
ま

す
。
養
蚕
は
当
時
の
田
無
の
産
業
の
基

盤
で
あ
り
、
田
無
の
歴
史
を
語
る
上
で

欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
重
要
な
項
目
で

す
。
養
蚕
絵
馬
８
点
と
繭
玉
の
奉
納
板

３
点
が
再
評
価
さ
れ
、
文
化
財
に
指
定

さ
れ
公
的
な
保
護
が
な
さ
れ
る
こ
と
を

切
に
願
い
ま
す
。

本
社
報
12
ペ
ー
ジ
で
田
無
神
社
の
養

蚕
絵
馬
６
枚
と
西
東
京
市
郷
土
資
料
室

に
納
め
ら
れ
て
い
る
絵
馬
２
枚
を
掲
載

し
ま
す
。
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養
蚕
絵
馬
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令和5年 お神輿渡御

龍神池

収穫された稲

７
月
14
日
（
日
）
に
柳
沢
津
島
神
社

の
天
王
祭
を
斎
行
し
、
神
輿
が
出
御
し

ま
す
。
お
神
輿
は
柳
沢
ガ
ー
ド
下
付
近

を
出
御
し
、
お
昼
過
ぎ
に
田
無
神
社
境

内
に
到
着
し
ま
す
。
そ
の
後
、
田
無
神

社
境
内
に
あ
る
津
島
神
社
前
に
お
い
て

本
社
天
王
祭
を
斎
行
し
ま
す
。
田
無
神

社
境
内
で
は
、
田
無
５
区
・
６
区
の
向

台
大
太
鼓
が
神
輿
を
先
導
し
参
道
を
清

め
ま
す
。
そ
の
後
、
柳
沢
の
町
を
神
輿

が
練
り
歩
き
、
午
後
５
時
頃
、
柳
沢
ガ

ー
ド
下
付
近
で
還
幸
し
ま
す
。
天
候
等

に
よ
る
祭
礼
の
中
止
や
延
期
等
の
場
合

に
は
、
田
無
神
社
公
式
H
P
で
お
知
ら

せ
い
た
し
ま
す
の
で
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

６
月
17
日
（
月
）
午
前
10
時
よ
り
、

三
社
祭
を
斎
行
い
た
し
ま
す
。
三
社
祭

は
塩
窯
神
社
、
煩
大
人
神
社
、
大
鵬
土

俵（
国
常
立
命
）の
三
社
の
お
祭
り
で
す
。

土
俵
の
前
に
祭
壇
を
作
り
、
神
職
が
三

社
の
神
様
に
ご
奉
仕
い
た
し
ま
す
。

８
月
15
日(

木)

に
日
露
戦
争
戦
役

記
念
碑
前
に
お
い
て
慰
霊
祭
が
斎
行
さ

れ
ま
す
。
一
般
参
列
者
の
参
加
の
も
と

に
、
英
霊
に
追
悼
の
誠
を
捧
げ
、
感
謝

を
奉
告
し
ま
す
。

８
月
23
日（
金
）午
後
２
時
よ
り
天
神

社
に
お
い
て
初
穂
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
す
。

初
穂
と
は
、
秋
の
稲
の
収
獲
に
先
立
っ

て
神
に
献
じ
る
熟
し
た
稲
穂
の
こ
と
で

す
。
初
穂
祭
は
田
ん
ぼ
の
神
様
に
感
謝

し
、
豊
作
を
お
祝
い
す
る
祭
禮
で
す
。

６
月
９
日
（
日
）
午
後
１
時
よ
り
龍

神
池
に
お
い
て
「
御
田
植
祭
」
が
斎
行

さ
れ
ま
す
。
龍
神
池
に
稲
を
植
え
、
農

作
業
の
手
順
を
演
じ
、
豊
穣
を
お
祈
り

す
る
お
祭
り
で
す
。
秋
に
収
穫
さ
れ
た

龍
神
池
の
稲
は
10
月
の
例
祭
の
大
祭
で

神
様
に
御
奉
納
し
ま
す
。

悪
疫
よ
け
の
神
で
あ
る
牛
頭
天
王
の

夏
の
お
祭
り
で
す
。
尉
殿
神
社
に
お
い

て
６
月
15
日
（
土
）
午
後
１
時
よ
り
斎

行
さ
れ
ま
す
。
牛
頭
天
王
は
疫
病
除
の

力
を
有
す
る
御
神
格
が
あ
り
ま
す
。
夏

の
暑
い
時
期
に
は
、
疫
病
な
ど
多
く
の

病
気
が
流
行
し
や
す
い
の
で
、
こ
れ
を

防
ぐ
神
・
追
い
払
う
神
と
し
て
人
々
か

ら
広
く
信
仰
さ
れ
て
い
ま
す
。

開
か
れ
た
神
社

５
月
３
日
（
金
）
に
国
登
録
有
形
文

化
財
で
あ
る
田
無
神
社
参
集
殿
に
お
い

て
、
献
血
会
を
実
施
し
ま
し
た
。
53
名

の
お
申
し
込
み
が
あ
り
ま
し
た
。
心
か

農
業
協
同
組
合
（
J
A
グ
ル
ー
プ
）

か
ら
い
た
だ
い
た
、「
バ
ケ
ツ
稲
作
り

セ
ッ
ト
」
を
４
月
26
日
（
金
）
よ
り
先

着
順
で
配
布
し
ま
し
た
。
こ
の
セ
ッ
ト

は
種
籾
と
肥
料
、
栽
培
マ
ニ
ュ
ア
ル
、

お
名
前
シ
ー
ル
が
セ
ッ
ト
に
な
っ
て
い

ま
す
。
収
穫
さ
れ
た
稲
は
例
大
祭
期
間

に
田
無
神
社
に
お
持
ち
い
た
だ
き
御
奉

納
く
だ
さ
い
。
例
大
祭
当
日
に
お
神
輿

に
く
く
り
つ
け
お
供
え
い
た
し
ま
す
。

例
大
祭
期
間　
10
月
１
日（
火
）〜
10
月

11
日（
金
）

例
大
祭
当
日　
10
月
12
日（
土
）・
10
月

13
日（
日
）

ら
感
謝
申
し
あ
げ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、

輸
血
を
必
要
と
し
て
い
る
患
者
さ
ん
の

尊
い
生
命
を
救
う
た
め
、
献
血
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

（令和6年6月15日発行） 
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献
血
会
実
施

バ
ケ
ツ
稲
作
り

神
社
か
ら
の
お
知
ら
せ

津
島
神
社
祭
礼

三
社
祭

戦
没
者
慰
霊
祭

初
穂
祭

御
田
植
祭

尉
殿
天
王
祭



立川千貫神輿

田無神社大鵬土俵總持寺で小峰住職と

龍神池調査の様子

令和6年 祭典（参道）

過
去
の
地
震
に
お
い
て
、
ブ
ロ
ッ
ク

塀
の
倒
壊
に
よ
り
多
数
の
方
が
被
害
に

あ
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
事
故
が

起
き
な
い
よ
う
に
、
神
社
東
側
の
万
年

塀
を
取
り
壊
し
、
新
し
く
柵
（
ア
ル
ミ

パ
ネ
ル
）
を
設
け
る
工
事
を
行
い
ま
す
。

期
間
：
５
月
13
日
〜
６
月
13
日

〜
歴
史
あ
る
神
輿
が
田
無
の
街
へ
〜

江
戸
神
輿
保
存
会
「
立
川
破
れ
傘
」

さ
ん
か
ら
千
貫
神
輿
を
譲
り
受
け
ま
し

た
。
こ
の
大
神
輿
は
昭
和
50
年
に
奉
製

さ
れ
、
立
川
諏
訪
祭
り
等
で
渡
御
し
て

い
ま
し
た
。
田
無
神
社
例
大
祭
で
担
ぎ
、

神
輿
の
歴
史
を
紡
い
で
い
き
ま
す
。
こ

の
お
神
輿
は
田
無
神
社
奉
賛
会
長
の
ご

自
宅
で
奉
安
さ
れ
て
い
ま
す
。

責
任
役
員
並
び
に
氏
子
総
代
参
列
の

下
、
４
月
26
日
（
金
）
午
前
10
時
よ
り

田
無
神
社
社
殿
に
お
い
て
五
穀
豊
穣
春

祭
・
雹
祭
が
斎
行
致
さ
れ
ま
し
た
。

「
五
穀
豊
穣
春
祭
・
雹
祭
と
は
」

昭
和
10
年
に
田
無
の
町
に
農
作
物
に

甚
大
な
被
害
を
与
え
る
程
の
大
粒
の
雹

が
降
り
注
ぎ
ま
し
た
。
雹
は
農
家
の

方
々
の
脅
威
と
な
り
、
雹
へ
の
畏
怖
と

天
災
の
恐
れ
か
ら
農
家
の
方
々
が
中
心

と
な
り
田
無
神
社
に
お
い
て
雹
祭
り
が

斎
行
さ
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
そ

の
後
、
祈
年
祭
と
合
わ
さ
り
、
豊
作
へ

神
社
で
は
保
全
管
理
と
し
て
毎
年
年

末
に
、
砂
利
を
境
内
に
敷
き
詰
め
て
い

ま
す
。

今
回
、
長
年
踏
み
固
め
ら
れ
堆
積
し

て
し
ま
っ
た
砂
利
を
全
て
取
り
除
き
、

土
壌
改
良
工
事
を
行
な
っ
た
後
、
防
草

シ
ー
ト
を
貼
り
、
再
び
砂
利
を
敷
き
詰

め
る
工
事
を
行
い
ま
す
。

期
間
：
８
月
中
旬

４
月
23
日
（
火
）
に
龍
神
池
の
生
態

調
査
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
モ
ツ
ゴ
、
ヤ

ゴ
（
幼
虫
）
や
カ
ゲ
ロ
ウ
等
を
見
つ
け

ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
地
域
の
自
然
を

大
切
に
し
、
皆
様
に
親
し
ま
れ
る
生
き

も
の
豊
か
な
池
に
な
る
よ
う
見
守
っ
て

い
き
ま
す
。
龍
神
池
で
の
生
き
物
の
採

取
や
放
流

は
ご
遠
慮

く
だ
さ
い
。

５
月
19
日
（
日
）
に
５
年
ぶ
り
に
田

無
神
社
で
わ
ん
ぱ
く
相
撲
西
東
京
場
所

開
催
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

参
加
し
た
子
ど
も
は
300
名
を
超
え
、

コ
ロ
ナ
前
並
み
の
規
模
に
な
り
境
内
は

満
員
と
な
り
ま
し
た
。
各
学
年
の
優
勝

３
月
10
日（
日
）田
無
神
社
・總
持
寺
・

ア
ス
タ
専
門
店
街
に
お
い
て
「
だ
が
し

の
日 

子
ど
も
縁
日
」
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
田
無
神
社
の
境
内
で
は
、
紙
芝

居
や
キ
ッ
ズ
フ
リ
マ
、
カ
ル
タ
大
会
な

ど
な
ど
様
々
な
催
し
が
行
わ
れ
、
大
い

に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。

主
催
：
駄

菓
子
屋
ヤ

ギ
サ
ワ
ベ

ー
ス
（
だ

が
し
の
日

子
ど
も
縁

日
実
行
委

員
会
）

の
祈
り
と
感
謝
を
捧
げ
な
が
ら
、
五
穀

豊
穣
春
祭
・
雹
祭
と
し
て
受
け
継
が
れ

て
ま
い
り
ま
し
た
。
諸
産
業
が
様
々
に

発
展
し
て
い
る
現
在
に
お
い
て
は
、
あ

ら
ゆ
る
産
業
の
発
展
と
国
力
の
充
実
に

つ
い
て
も
祈
願
し
て
い
ま
す
。

し
た
わ
ん
ぱ
く
力
士
た
ち
は
６
月
の
東

京
都
大
会
に
出
場
し
ま
す
。
皆
様
で
応

援
し
ま
し
ょ
う
！

わ
ん
ぱ
く
相
撲
は
青
年
会
議
所
が
主

催
し
、
子
供
た
ち
が
日
本
の
国
技
で
あ

る
「
相
撲
」
を
通
じ
て
、
心
身
の
鍛
錬

と
健
康
の

増
進
を
図

る
こ
と
を

主
た
る
目

的
と
し
て

開
催
さ
れ

ま
す
。
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春
の
ビ
オ
ト
ー
プ
調
査

万
年
塀
取
り
替
え
工
事

千
貫
神
輿

五
穀
豊
穣
春
祭
・
雹
祭
斎
行

わ
ん
ぱ
く
相
撲
西
東
京
場
所

だ
が
し
の
日
「
子
ど
も
縁
日
」

境
内
土
壌
改
良
工
事



「
繭
の
収
穫
」　
明
治
42
年
12
月
　
　

尾
林
房
五
郎

「
繭
の
収
穫
と
農
作
業
」　
明
治
43
年
12
月
　
　

尾
林
房
五
郎

「
繭
と
穀
物
の
収
穫
」　
明
治
44
年
11
月
20
日
　
　

尾
林
房
五
郎

「
繭
の
収
穫
」　
明
治
□
年
11
月
28
日
　
　

尾
林
房
五
郎

「
繭
の
収
穫
」　
明
治
39
年
11
月
28
日
　
　

尾
林
房
五
郎

「
繭
の
収
穫
」　
明
治
40
年
10
月
吉
日
　
　

尾
林
房
五
郎

「
繭
の
収
穫
」　
明
治
38
年
12
月
　
尾
林
房
五
郎

写
真
提
供 

西
東
京
郷
土
資
料
館

「
繭
の
収
穫
と
拝
み
」 

明
治
37
年
10
月 

尾
林
房
五
郎

写
真
提
供 

西
東
京
郷
土
資
料
館

養蚕絵馬のご紹介

⑫
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